
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題１ 男女共同参画の意識づくり 

課題２ 男女共同参画の視点に立った地域づくり 

     

 

 

 

  

基本計画 

 

基本目標Ⅱ 

 男女共同参画の推進に向けたマインドチェンジ 

参考資料２ 
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賛成

2.2%

どちらかと

いえば賛成

20.5%

どちらかと

いえば反対

33.6%

反対

34.5%

わからない

9.1%

無回答

0.1%

基本目標Ⅱ 男女共同参画の推進に向けたマインドチェンジ 

 

課題１ 男女共同参画の意識づくり                           

 
 

●「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について 

出典：府中市男女共同参画に関する意識調査（令和５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●進路・職業に対する「性別による思い込み」 

（小学 5・6年生/都立高校生徒 1・2年生） 

出典：性別による無意識の思い込み実態調査結果について （令和 5年度）東京都 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆男女共同参画社会への取組が進展するなか、普段気づかない固定的性別役割分担意識や性差に

よる偏見・無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）が社会全体に存在し、成長過程で

次第に拡大しています。 

◆市民の固定的性別役割分担意識の状況からは、男女とも「反対」と考える市民が多いものの、

女性に比べて男性は「賛成」の割合が高い傾向にあり、更なる意識啓発が必要となっています。 

◆男女共同参画センター「フチュール」には、意識啓発、情報発信などの機能が最も多く求めら

れており、引き続き取組の充実を図っていく必要があります。 

「固定的性別役割分担に

反対と考えている人は

68.1％。男性は女性より

賛成と考えている人が多

い。 

小学生に比べ高校生、高校生の中で

も上の学年の生徒の方が「男性/女性

だから」と思う割合・「性別で向いて

いる仕事と向いていない仕事があ

る」と思う割合が高く、性別による

思い込みは、年齢が高くなるにつれ、

強くなることが分かる。 

2.1%

2.1%

23.4%

18.5%

35.1%

32.8%

28.9%

38.8%

10.7%

7.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

(N=291)

女性

(N=384)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない

選択肢＋グラフはこの幅で作成

「男性/女性だから」と

思うことがある

56.8

51.4

41.1

高校２年生

(n=4,906)

高校1年生
(n=5,742)

小学生
(n=6,622)

5.4
ポイント差

10.3
ポイント差

(将来の仕事について)

性別で向いている仕事と

向いていない仕事がある

68.0

64.6

43.4

高校２年生

(n=4,906)

高校1年生

(n=5,742)

小学生

(n=6,622)

3.4
ポイント差

21.2
ポイント差

％ ％ 

％ 

％ ％ 

％ 
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●男女共同参画センター 「フチュール」を知っているか 

出典：府中市男女共同参画に関する意識調査（令和５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●男女共同参画センター「フチュール」に求められる機能 

出典：府中市男女共同参画に関する意識調査（令和５年度） 

＊選択肢「その他」、無回答は除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図書・資料の閲覧（貸出）

女性の就労支援、デジタルスキル
アップ等に関する講座や情報提供

女性の人権に関する意識啓発
講座や情報提供

男女共同参画センター登録
団体等への活動支援

男女共同参画に関する意識
啓発講座や情報提供

男女共同参画センターの事業
紹介等に関する情報提供

多様な働き方を推進する
コワーキングスペース等の設備

51.6%

37.8%

35.8%

31.4%

26.1%

19.4%

18.3%

56.4%

39.9%

27.8%

32.0%

20.3%

17.2%

19.2%

48.7%

36.2%

41.9%

31.3%

30.7%

21.1%

18.0%

0% 20% 40% 60%

全体

男性

女性

施設があることを知らなかっ

た市民が65％と非常に多く、

特に男性は約76％が知らない

と回答している。認知度の向

上が課題となっている。 

6.3%

3.1%

8.9%

28.2%

21.0%

33.6%

65.0%

75.9%

56.5%

0.6%

0.0%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N＝682）

男性

（N=291）

女性

（N=384）

施設を利用したことがある
施設を知っているが利用したことがない
施設があることを知らなかった
無回答

求められる機能は、意識啓発と情

報提供だが、女性では就労支援や

デジタルスキルアップ、人権啓発

に関する情報提供との回答が多

い。 
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－施策の方向・展開－ 

（１）意識啓発の強化（広報・啓発活動の拡充） 

施策の方向 

男女共同参画社会を推進する市の拠点施設として、男女共同参画センター「フチュール」が中

心となって男女共同参画に関する意識啓発を効果的に展開します。 

 

 

 

 

 

（２）情報の収集・提供 

施策の方向 

男女共同参画の推進にあたって、市民意識の把握や市内外の動向等の情報を収集し、効果的な

活用及び提供に努めます。また、男女共同参画を推進する拠点施設である男女共同参画センタ

ー「フチュール」を運営し、情報発信や学習・交流の機会の場の提供等、利用促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

  

〇情報発信等により、男女共同参画社会の実現の阻害要因として考えられている固定的性別役

割分担意識や性差による偏見・無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に対する意識

変革を図ります。 

〇男女共同参画に関する講座等の実施により、意識啓発を図ります。 

〇適切で好ましい情報発信に資するよう、市発行の発行物については、「男女共同参画表現ガイ

ドライン」を周知・活用し、男女平等の視点に立つよう働きかけるとともに、広報紙やホーム

ページ、SNS等を活用し、男女共同参画社会を目指した取組を広く市民へ啓発していきます。 

〇市民意識については、市民意識調査（計画策定時）や市政世論調査などに基づき的確に把握す

るとともに、国・都が実施している各種調査等についても情報収集に努め、その活用と情報提

供を図ります。 

〇男女共同参画社会の実現に向けた法制度や市内外の取組について、様々な媒体を通して周知

します。 

〇男女共同参画センター「フチュール」において、情報発信と学習・交流の機会及び場を提供し、

利用促進を図ります。 

施策の展開 

施策の展開 
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（３）推進体制の充実 

施策の方向 

男女共同参画社会の実現を目指し、推進体制の充実・強化を図ります。 

 

 

 

 

 

－目標指標－ 

指 標 
現状値 

（令和５年度） 

目標値 

（令和11年度） 

男女共同参画に関する特集記事の広報紙への

掲載回数 
０回 ２回 

【指標の考え方・目標値の算出方法】 

男女共同参画社会の実現に向けた意識啓発として、内閣府が実施する啓発週間などとあわせ、年

２回の掲載を目指す。 

（広報担当） 

多様性社会推進課 
男女共同参画センター「フチュール」を知って

いる人の割合 
34.5％ 50％ 

【指標の考え方・目標値の算出方法】 

すべての市民に向けた意識啓発に取り組めるよう、男女共同参画センター「フチュール」の認知

度向上を目指す。（府中市男女共同参画に関する意識調査） 

 

  

〇男女共同参画社会の実現に向けた施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、男女共同参画

推進協議会を運営し、その充実を図ります。 

〇男女共同参画の推進のため、市長を本部長として設置する府中市男女共同参画推進本部を運

営します。  

施策の展開 
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－事業－          ＊No.が色付けされている事業は他の施策で再掲されています。 

 

No. 事業項目 事業概要 担当課 

（１）意識啓発の強化（広報・啓発活動の拡充） 

41 
男女共同参画に関す

る講座等の実施 

・男女共同参画に関する講座等を実施し、意識啓発を図りま
す。 

多様性社会推進課 

42 
映像・活字等における

適切な表現への配慮 

・「男女共同参画表現ガイドライン」を活用し、市の発行物
等を作成する際には、男女平等の視点に立ち作成するよ
う働きかけます。 

多様性社会推進課 

43 
広報紙・SNS等での啓

発の充実 

・広く市民等へ意識啓発を図るため、広報紙やSNS等を活用
した啓発活動を実施します。 

多様性社会推進課 

（２）情報の収集・提供 

2 

【再掲】 

男女共同参画につい

ての調査 

・市民のニーズ等に沿った政策立案に資するよう、市民意識
調査等により男女共同参画に関する調査を実施します。 

 また、全市的に実施している市政世論調査を活用します。  
多様性社会推進課 

8 

【再掲】 

事業所に対する女性

活躍の働きかけ 

・関係機関等が発行する広報媒体等を市内事業所等に周知
します。 

産業振興課 

9 

【再掲】 

長時間労働是正やワ

ーク・ライフ・バラン

ス推進に関する啓発

活動の充実 

・長時間労働是正やワーク・ライフ・バランスの推進に関す
る情報を、ポスター・パンフレット等により周知し、市民
の意識啓発を図ります。 

・広く市民・・市内事業所等へ意識啓発を図るため、広報紙等
を活用した啓発活動を実施します。 

多様性社会推進課 

産業振興課 

44 

男女共同参画センタ

ー「フチュール」の運

営 

・男女共同参画を推進する拠点施設である男女共同参画セ
ンター「フチュール」を運営し、男女共同参画に関する情
報発信や、学習・交流の機会と場を提供、利用促進を図り
ます。 

多様性社会推進課 

（３）推進体制の充実 

45 

男女共同参画の推進

に係る検討機関の運

営 

・男女共同参画社会の実現に向けた施策の総合的かつ計画
的な推進を図るため、男女共同参画推進協議会を運営し、
その充実を図ります。 

多様性社会推進課 

46 

男女共同参画の推進

に係る庁内推進組織

の運営 

・男女共同参画の推進のため、市長を本部長とする府中市男
女共同参画推進本部を設置し、運営します。・ 

多様性社会推進課 
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課題２ 男女共同参画の視点に立った地域づくり                     

 

 

●男女の地位の平等について【学校教育の場】 

出典：府中市男女共同参画に関する意識調査（令和５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●児童生徒の男女共同参画意識を育成するために必要な取組（上位６位） 

出典：府中市男女共同参画に関する意識調査（令和５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆学校教育の場における男女平等は進んでおり、平等と回答した市民は男女とも４割を超えて

います。児童生徒の男女共同参画意識を育成するためには、「性別にかかわらず協力して物事

を進める必要性を学ぶ」や「ひとりひとりの個性や人権を尊重することを学ぶ」ことが必要

であるとする回答が多く、児童生徒の人格形成への期待の高さが伺えます。 

◆市民活動に参加したいが、できない市民に対して、情報発信等が必要である。 

◆地域社会の場における男女の地位・立場の平等を実現するため、男女共同参画の視点へ配慮

し、市民活動を支援する必要があります。 

◆地域防災においては、避難所運営におけるプライバシーの確保や、男女の視点をとり入れた

マニュアルの整備、男女のリーダーのバランスよい配置を求める声が多く、災害から受ける

影響やニーズの男女の違いに配慮することにより、災害対応における安心・安全の確保が求

められています。 

 

2.5%

2.4%

2.1%

16.1%

13.1%

18.8%

44.7%

48.5%

42.2%

2.8%

2.7%

2.6%

0.3%

0.3%

0.3%

30.9%

30.9%

31.0%

2.6%

2.1%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（Ｎ＝682 ）

男性

（Ｎ＝291）

女性

（Ｎ＝384）

男性の方が非常に優遇 どちらかといえば男性の方が優遇
平等 どちらかといえば女性の方が優遇
女性の方が非常に優遇 わからない
無回答

協力して物事に取り組む

ことや、人権の尊重につい

て学ぶ機会との回答が多

くいずれも６割を超えて

いる。 

約45％が平等と感じてお

り、すべての分野の中で最

も平等との意識が高くな

っており、学校現場での取

組の成果が顕れている。 

家庭や家族の多様なありかたについて学ぶ

人権尊重の視点に立った性教育を
充実させる

性犯罪の加害者や被害者になることを防い
だり、性産業に巻き込まれないための教育

生活指導や進路指導において、性別にかか
わらず能力を生かせるよう配慮する

性別にかかわらず、協力して物事を
進める必要性を学ぶ

ひとりひとりの個性や人権を
尊重することを学ぶ

65.4%

61.1%

43.7%

42.7%

32.7%

32.1%

58.1%

55.3%

40.5%

35.4%

27.5%

25.8%

71.1%

65.4%

46.4%

48.7%

36.7%

36.7%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

男性

女性
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●市民活動に参加したいができない理由（上位３位） 

全体の約 42％のうち 

出典：府中市男女共同参画に関する意識調査（令和５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●災害対策に男女双方の視点を生かすために重要なこと 

出典：府中市男女共同参画に関する意識調査（令和５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●防災会議の女性比率（会長を含む） 

出典：内閣府男女共同参画局（令和５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民活動に参加できない理由は、仕

事が忙しいが多かったものの、参加

方法がわからない、きっかけがな

い、活動の内容がわからないなど、

きっかけ次第で参加が見込まれる

理由が多くなっている。 

都平均を僅か上回ったものの、市

の女性比率を経年で見ると、令和

４年度から令和５年度は減少し

ており、全体的に伸び悩んでいる

ことが分かる。 

避難所運営におけるプライバシーの確

保、男女の視点をとり入れたマニュアル

の整備、男女のリーダーのバランスよい

配置などを重視していることが分かる。 

     
               

     

     

  

   

   

   

                               

                 府中市

市 

都平均 

21.3% 25.9% 24.1% 21.1% 20.0% 20.0% 14.3% 12.1%

0.0%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

東京都 日野市 小金井市 稲城市 多摩市 国立市 府中市 国分寺市 調布市

都平均：13.8％

仕事が忙しいから

参加方法がわからない、きっかけがないか

どのような活動があるかわからないから

53.3%

40.5%

37.1%

56.6%

47.5%

41.0%

50.4%

34.3%

33.6%

0% 20% 40% 60%

全体

男性

女性

災害対応や復興において男女双方の視点
が生かされるよう、災害現場の支援活動の
中で男女のリーダーをバランスよく配置する

災害に関する各種対応マニュアルなどに男
女双方の視点を入れる

性別に応じてプライバシー（トイレ・更衣・
授乳・就寝スペース等）が確保できる避難

所運営を行えるようにする

72.0%

63.0%

49.9%

66.7%

63.6%

47.4%

76.0%

63.0%

51.8%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

男性

女性
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－施策の方向・展開－ 

（１）学校における男女共同参画の推進 

施策の方向 

学校教育においては、子どもの最善の利益を基本原則として、男女平等の理念に基づき、多様

な選択を可能にする教育・学習の一層の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

（２）市民活動の支援と人材育成 

施策の方向 

市民協働による男女共同参画の推進を目指し、課題を共有し、互いの役割と責任を果たしなが

ら、男女共同参画の視点を生かした取組が進むよう、市民活動の支援と人材育成に努めます。 

 

 

 

   

  

〇学校教育においては、男女平等の理念の定着に取り組み、多様な選択を可能にする教育・学習

の一層の充実を図ります。 

〇教職員が男女共同参画の視点にたった教育を推進できるよう男女平等意識の啓発に努めます。 

○男女共同参画センター「フチュール」を拠点として活動する男女共同参画の推進に関わる団体

や自主グループなど、市民の自主的な活動を支援します。 

〇多様な活動団体に関する情報発信や団体同士の交流の場の提供など市民活動の支援に努める

とともに、市民協働の主体となる人材の育成にあたっては、男女共同参画の視点への配慮を検

討します。 

〇男女共同参画の推進に関する講座の実施や男女共同参画推進フォーラムの開催などを、市民

協働により推進します。  

〇男女共同参画の意識を醸成するため、男女共同参画関係会議への市民の参加を促進します。 

施策の展開 

施策の展開 
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（３）男女共同参画の視点に立った地域防災の推進 

施策の方向 

地域防災の推進において、意思決定の場や災害現場などへ女性の積極的な参画を促すとともに、

災害から受ける影響やニーズの男女の違いに配慮することにより、災害対応における安心・安

全の確保に努め、男女共同参画の視点にたった取組を推進します。 

 

 

 

 

－目標指標－ 

指 標 
現状値 

（令和５年度） 

目標値 

（令和11年度） 

「教育」における男女の地位の平等感について、

「平等」と答えた市民の割合 
44.7％ 60.0％ 

【指標の考え方・目標値の算出方法】 

「教育」における男女の地位の平等を目指す。（府中市男女共同参画に関する意識調査） 

社会活動や地域活動へ参加している女性の割合 22.4％ 30.0％ 

【指標の考え方・目標値の算出方法】 

社会活動や地域活動へ参加している女性を増やし、市民協働における女性の参画拡大を目指す。

（府中市男女共同参画に関する意識調査） 

地域安全リーダー講習会への女性参加割合 25.0％ 35.0％ 

【指標の考え方・目標値の算出方法】 

防犯意識を高める取組として警察や防犯協会との協働イベント等において「地域安全リーダー講

習会」を実施し、女性参加者の増加を目指す。（防犯意識啓発事業） 

消防団に占める女性の割合 0％ 10.0％ 

【指標の考え方・目標値の算出方法】 

消防団員に占める女性の割合の増を目指す。（消防地・第・ 635・号(令和４年12月23日)「地域防災

力の中核となる消防団の充実強化に向けた取組事項について」） 

  

〇地域防災において女性と男性の安心・安全を確保するため、女性のリーダーを積極的に養成し

ます。 

〇女性のニーズに配慮した災害時の体制の充実を図るため、女性職員の適正な配置や避難所運

営マニュアルの整備に努めるとともに、ガイドラインの周知などにより男女共同参画の視点

にたった防災対策を推進します。 

〇地域消防を担う消防団の女性比率の向上を図ります。 

施策の展開 
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－事業－          ＊No.が色付けされている事業は他の施策で再掲されています。 

No. 事業項目 事業概要 担当課 

（１）学校における男女共同参画の推進 

47 
教育活動を通じた男

女共同参画の推進 

・学校教育においては、子どもの最善の利益に配慮しなが
ら、男女平等の理念を推進する教育・学習、多様な選択を
可能にする教育・学習の一層の充実を図ります。 
（※53と分割） 

指導室 

48 
教職員の男女平等意

識の向上 

・校長会や教職員研修等をとおして周知・啓発を行い、教職
員の男女平等意識の向上を推進します。（※52と分割） 

指導室 

（２）市民活動の支援と人材育成 

44 

【再掲】 

男女共同参画センタ

ー「フチュール」の運

営 

・男女共同参画を推進する拠点施設である男女共同参画セ
ンター「フチュール」を運営し、男女共同参画に関する情
報発信や、学習・交流の機会と場を提供、利用促進を図り
ます。 

多様性社会推進課 

49 市民活動の支援 
・市民活動センターを中心に、個別相談や講演会を通じて
市民活動団体の設立方法や、活動の維持・継続のための
ノウハウを提供します。 

協働共創推進課 

50 

市民協働の主体とな

る人材の育成及び活

動の支援 

・市民活動団体間での情報共有や連携を促進することを目
的に、多様な主体・（市民活動団体や企業、学校等）が交流
できるイベント等の実施や市がコーディネートを行いま
す。また、ボランティアに関する情報の収集や提供等を
行います。 

協働共創推進課 

13 

【再掲】 

ボランティア活動の

支援及び各種講座の

充実 

 

 

・市民活動団体やボランティア活動の情報を収集・提供す
るほか、イベントや講座等を通じて多様な主体（市民活
動団体や企業、学校等）同士が交流することで社会課題
や情報を共有し、協働に向けたコーディネートを市が行
います。 

・社会教育関係団体の支援をとおして、生涯学習に関する
市民の地域活動を支援します。また、地域での多様な生
涯学習の場とそれを還元する「学び返し」の機会を充実
させるため、生涯学習センターや地区公民館における講
座等の実施、生涯学習サポーターや生涯学習ファシリテ
ーターの活動の充実を図ります。 

協働共創推進課 

文化生涯学習課 

 

51 
市民協働による男女

共同参画の推進 

・市民協働により男女共同参画の推進に関する講座等を実
施するとともに、市民等で構成する実行委員会と協働し、
男女共同参画推進フォーラムを開催します。 

多様性社会推進課 

52 
コミュニティ活動等

への参加促進 

・地域の各種団体等の方々と、性別・年齢を超えた交流と触
れ合いの場を広げるとともに、好事例を発信するなど、
コミュニティ活動等への参加促進を積極的に展開しま
す。 

地域コミュニティ課 

53 
男女共同参画関係会

議への参加促進 
・全国規模の男女共同参画関係会議に市民を派遣します。 多様性社会推進課 
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No. 事業項目 事業概要 担当課 

（３）男女共同参画の視点に立った地域防災の推進 

54 
女性の地域安全リー

ダーの育成 

・地域安全リーダー講習会を開催し、女性の参加を継続的
に呼び掛けます。 

地域安全対策課 

55 

男女双方の視点を取

り入れた防災対策の

推進 

・女性特有の相談・要望・物資の配布に対応できる体制をと
るため、避難所開設及び運営にあたる職員４名のうち、
女性職員を１名以上配置するとともに、避難所運営マニ
ュアルの整備に努めます。また、これらの職員などへ研
修を通し、「災害対応力を強化する女性の視点～男女共同
参画の視点からの防災・復興ガイドライン～」の周知を
図ります。 

防災危機管理課 

56 
防災の現場における

女性参画の拡大 

・機能別団員・機能別分団制度の活用等を検討し、女性が消
防団に入団しやすい環境を整備します。 

防災危機管理課 

 


